
人生の最終段階における意思決定支援について 
 

患者さん・ご家族の皆さまへ 

 

当院では、人生の最終段階を迎えられた患者さんが、ご本人らしく安心して過ごせるよう、

患者さんの意思を尊重した医療・ケアの提供に努めています。 

 

当院の基本方針 

• 患者さんご本人の意思を最も尊重します。 

• 患者さんが意思を表明できるうちから、ご本人・ご家族・医療・介護に関わる職種

が十分に話し合い、意思決定を支援します。 

• 患者さんの意思は、病状や生活状況の変化に応じて、必要に応じて繰り返し確認し

ます。 

• 患者さんご本人が意思を表明することが難しい場合には、ご家族など信頼できる方

と十分に話し合い、ご本人の価値観やこれまでの意思を尊重しながら、多職種で最

善の医療・ケアを検討します。 

• 医療・ケアの内容については、十分な説明を行い、ご理解・ご納得いただけるよう

努めます。 

当院の取り組み 

• 人生の最終段階における意思決定支援に関する院内指針を整備しています。 

• 医師・看護師・リハビリスタッフ・薬剤師・管理栄養士・医療ソーシャルワーカー

など多職種で連携し、患者さん・ご家族を支援します。 

• 必要に応じてカンファレンスを開催し、患者さんにとって最善の医療・ケアについ

て継続的に検討します。 

• 職員に対する教育・研修を定期的に実施し、質の高い意思決定支援に努めています。 

 

患者さんやご家族のご希望やご不安、ご心配なことがありましたら、遠慮なく主治医または

担当スタッフへご相談ください。 
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